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【令和２年８月７日（第１版）】 

【令和３年５月 18日（第２版）】 

～コロナとつきあいながらの観光振興～ 

滋賀県における「安全安心な観光」に向けた対策手引き 

 

 

１． はじめに  

 新型コロナウイルス感染症の感染状況は、日々変化することから、感染予防対策と社会経済活動を両立さ

せていくため、今後しばらくの期間は、「コロナとのつきあい方滋賀プラン」（令和２年 10 月）に基づき、

観光客をお迎えしていくことが必要となる。 
 この『滋賀県における「安全安心な観光」に向けた対策手引き』は、観光客が県内旅行や県内観光に対し

て感じる不安を払拭し「滋賀らしい観光」を楽しんでもらうため、コロナとつきあいながらの観光振興とい

う観点から、観光関連事業者、観光客、行政・観光関係団体等におけるコロナへの対応や対策の参考として

いただくものとして作成したものである。 
 本手引きは「コロナとのつきあい方滋賀プラン」を踏まえたものであるが、今後、新型コロナウイルス感

染症の状況等により、適宜、見直しを実施していくこととする。 
 
２．「滋賀らしい観光」を目指して  

 本県においては、今回のコロナ禍を踏まえ、『「健康しが」ツーリズムビジョン 2022』の一年前倒し改定の

議論の中で、新しい時代にあった観光振興を検討している。 
その際に考慮すべき要素として、例えば、単に観光客数を増やし消費額を増やすことにとどまらず、ゆっ

くり滋賀に滞在していただきながら、暮らしの中にある営みを共有したり、人と人との交流を大事にして今

後の関係性をつくることを重視していくことや、京阪神や中京、北陸などから短時間で訪れることができる

利便性にもかかわらず、適度な「疎」があり、３密になりにくいこと、ビワイチやキャンプ、トレッキング

など琵琶湖や森林などの開放空間で楽しむアクティビティ、静謐(せいひつ)な空間を感じられる歴史的建造

物や街並み、近江牛・近江の茶・近江の地酒などの観光資源に恵まれていること、などが考えられる。 
また、観光客が「自分だけ楽しければいい」、観光関連事業者が「自分だけ儲かればいい」のではなく、観

光に関わるもの全てが「利他の心」で「観光三方よし」の理念の実現に向けて、多様な関係者が連携する体

験・交流型の「しがのニューツーリズム」を展開していくことを目指す。 
 
３．「安全安心な観光三方よし」の実践  

 「しがのニューツーリズム」を安心して楽しんでいただくために、「安全安心な観光三方よし」（「安全に迎

えてよし」、「安全に訪れてよし」、「安全な地域よし」）を実践していく。そのため、観光関連事業者は三つの

「密」の防止や施設・事業所の感染防止対策を徹底するとともに、観光客の皆様にも「新しい旅のエチケッ

ト」を実践していただき、感染リスクを避けながら安全に旅行をしていただく。また、行政や観光関連団体

等は連携を強化し、県民の皆様にも安心して観光客をおもてなししていただけるように、観光業における感

染防止対策を推進し、「安全安心で滋賀らしい観光」を進めていく。 
 そのため、観光客に発熱等の症状が出た場合の対応や各主体における感染拡大予防対策等を、以下のとお

り整理する。 
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４．観光客に発熱等の症状が出た場合の対応  

 （１）一般旅行者への対応 （別紙１） 

 ①旅行時における発熱等の相談 

・旅行先近くの診療所・クリニック等へ電話等で相談いただく。 
   →「医療ネット滋賀」を参考…医療機関等の検索サイト 

  ・夜間等に症状が出た場合は、休日急患診療所等に電話等へ相談いただく。 
    
②相談先・受診先に迷ったとき 

・相談先や受診先に迷ったときは、下記の受診・相談センターへ相談いただく。 
 ≪滋賀県 受診・相談センター（看護師等が対応）≫ 

   大津市以外：電話 ０７７－５２８－３６２１（毎日２４時間対応） 
         FAX ０７７－５２８－４８６５ 
         E-mail coronasoudan@shigaken.net 

 
     大津市  ：電話 ０７７－５２６－５４１１（毎日２４時間対応） 
         FAX ０７７－５２５－６１６１ 
         E-mail hoken@city.otsu.lg.jp 

 
 

 スマホ ガラケー  
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 （２）修学旅行への対応  （別紙１） 

①修学旅行時における発熱等の相談 

・修学旅行先近くの診療所・クリニックへ電話等で相談いただく。 

   →「医療ネット滋賀」を参考…医療機関等の検索サイト 

  ・このことについて、旅行事業者等から学校の先生等へ必要に応じて周知してもらう。また、もしもの

時に 24 時間対応できる相談先を明確に示すことで、県内への修学旅行誘致を促進する。 
  ・夜間等に症状が出た場合は、休日急患診療所等に電話等へ相談いただく。 
 
②相談先・受診先に迷ったとき 

・相談先や受診先に迷ったときは、下記の受診・相談センターへ相談いただく。 
  ≪滋賀県 受診・相談センター（看護師等が対応）≫ 

    大津市以外：電話 ０７７－５２８－３６２１（毎日２４時間対応） 
          FAX ０７７－５２８－４８６５ 
          E-mail coronasoudan@shigaken.net 
 
      大津市  ：電話 ０７７－５２６－５４１１（毎日２４時間対応） 
          FAX ０７７－５２５－６１６１ 
          E-mail hoken@city.otsu.lg.jp 

 
 【修学旅行を企画する旅行業者や学校等の相談窓口】 

・修学旅行は多数の生徒が集団で行動することとなるため、旅行業者や学校等は、旅行先の感染防止対

策や３密を避ける体験学習等の情報収集が不可欠となる。 
・公益社団法人びわこビジターズビューローでは、旅行業者や学校から修学旅行の企画内容についての

問い合わせ対応や、県内会員施設の感染症防止対策等の情報提供、各相談窓口の案内などを行う。 
・修学旅行中に発熱等の感染懸念が発生し、旅行業者や学校等から相談があった場合には速やかに県や

保健所等と連携し、対応にあたる。 
 
  ≪修学旅行に関する相談窓口≫ 

    （公社）びわこビジターズビューロー 担当：国内誘客部 
電話 ０７７－５１１－１５３２（平日 午前９時～午後５時） 

 
 （３）外国人旅行者への対応  

  ・日本政府観光局（JNTO）において、非常時の外国人旅行者の安全・安心確保のため、３６５日、２

４時間、多言語で対応するコールセンター「Japan Visitor Hotline」（別紙２）を開設している。 
  ・外国人旅行者等が県内を旅行中に発熱等の症状が出た場合には、「Japan Visitor Hotline」へ相談をし

ていただくことを原則とする。 
 【外国人旅行者向けコールセンター（Japan Visitor Hotline）／観光庁】 

電話番号：０５０－３８１６－２７８７（毎日２４時間対応） 
対応言語：英語、中国語、韓国語、日本語 
対応範囲：緊急時案内（病気・事故等）、災害時案内、一般観光案内 

 スマホ ガラケー 
 



4 
 

５．観光関連事業者の感染拡大防止対策について  

 （１）観光関連事業者における感染拡大予防対策  

  観光客に安全安心で滋賀らしい観光を楽しんでいただくため、観光関連事業者において、業種別感染予

防ガイドライン等に基づく感染防止策の徹底を行うとともに、観光客にも感染防止策の協力を呼び掛け

る。（参考：「宿泊施設における新型コロナウイルス感染症対応ハンドブック（滋賀県）」（別紙３）、「店舗

の感染対策ポイント」（別紙４）、「施設・事業所における感染防止策の徹底」（別紙５）、「職場内感染を防

ぐ 4 つのポイント」（別紙６）、「感染リスクが高まる５つの場面」（別紙７）） 
   
  また、観光関連事業者においてイベントを主催する際には、滋賀県が作成した「イベントにおける新型

コロナウイルス感染予防対策（例）」（別紙８）を参考に、イベントにおける感染予防対策を実施する。 
 

 なお、全国的な移動を伴うイベントや参加者が 1000 人を超えるようなイベントの開催を予定されてい

る場合は、滋賀県新型コロナ対策相談コールセンターへ相談をしていただく。 
  イベントの開催の目安については、滋賀県のホームページを確認していただく。 

【滋賀県新型コロナ対策相談コールセンター】 

電話番号：０７７－５２８－１３４４（平日 9:00～17：00） 
 

 （２）業種ごとの形態に合わせた感染拡大予防対策  

   観光関連事業者は、業種別感染拡大予防ガイドライン等を参考に、各業種の形態に合わせ、感染予防

対策を自主的に・積極的に進めていただく。 
   なお、業種別の感染拡大予防ガイドラインについては、「内閣官房 新型コロナウイルス感染症対策推

進室」のホームページを参照ください。 
   『内閣官房 新型コロナウイルス感染症対策推進室ホームページ』https://corona.go.jp/prevention/   
 
  ○観光関連事業者に関係する主なガイドラインは以下のとおり 

【旅行業】 

  ○旅行業における新型コロナウイルス対応ガイドライン（（一社）日本旅行業協会、（一社）全国旅行業

協会） 
  ○旅行関連業における新型コロナウイルス対応ガイドラインに基づく国内修学旅行の手引き 
  （（一社）日本旅行業協会、〈協力〉（公財）日本修学旅行協会、（公財）全国修学旅行研究協会） 
 

【宿泊施設】 

 ○宿泊施設における新型コロナウイルス感染症対応ハンドブック（滋賀県健康医療福祉部生活衛生課） 

  ○宿泊施設における新型コロナウイルス対応ガイドライン 
  （全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会、（一社）日本旅館協会、（一社）全日本シティホテル連盟） 
  ○ホテル業における新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン（（一社）日本ホテル協会） 
 

【交通機関】 

  ○貸切バスにおける新型コロナウイルス対応ガイドライン（貸切バス旅行連絡会、（公益）日本バス協

会、（一社）日本旅行業協会、（一社）全国旅行業協会） 
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  ○バスにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン（（公財）日本バス協会） 
  ○タクシーにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン（全国ハイヤー・タクシ連合会） 
  ○個人タクシー事業者における新型コロナウイルス感染予防対策ガドライン（（一社）全国個人タクシー

協会） 
   ○旅客船事業における新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン（日本旅客船協会） 

○鉄軌道事業における新型コロナウイルス感染症対策に関するガイドライン（鉄道連絡会） 
 

 【小売業の店舗】 

  ○小売業の店舗における新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン 
  （オール日本スーパーマーケット協会、（一社）全国スーパーマーケット協会、日本小売業協会、（一

社）日本ショッピングセンター協会、（一社）日本スーパーマーケット協会、（一社）日本専門店協

会、日本チェーンストア協会、（一社）日本チェーンドラッグストア協会、（一社）日本 DIY・ホーム

センター協会、（一社）日本百貨店協会、（一社）日本フランチャイズチェーン協会、（一社）日本ボラ

ンタリーチェーン協会） 
 

【飲食店】 

○外食業の事業継続のためのガイドライン（（一社）日本フードサービス協会、（一社）全国生活衛生同

業組合中央会） 
 

 （３）新型コロナウイルス感染拡大防止システム『もしサポ滋賀』の活用について  

   滋賀県においては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐことを目的として、県内の施設・イ

ベント会場の利用者等の把握と、感染拡大防止にあたり必要な人に必要な情報を速やかに伝達するため

の対策として、LINE 公式アカウント「滋賀県－新型コロナパーソナルサポート」の新たな機能である

「もしもの時のサポートシステム」（通称『もしサポ滋賀』）（別紙９）を運用している。 
施設やイベント会場などに掲示された QR コードを、施設の利用者等が LINE アプリで読み取り、連

絡先を滋賀県に登録していただくことで、後日、他の施設利用者等に感染が判明した際に、登録いただ

いた方に濃厚接触の疑いがあるなど、必要がある場合に滋賀県から感染拡大防止に向けたお知らせなど

を行うシステムであるため、観光関連事業者において、積極的に活用していただき、観光客の皆様に安

心して観光関連施設をご利用いただくことにつなげる。 
   また、厚生労働省において新型コロナウイルス接触確認アプリ「ＣＯＣＯＡ」が運用されており、相

互補完的に活用をいただきたい。 
（※QR コードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。） 
 

（４）「感染予防対策実施宣言書」の掲示等について  

   業種別感染拡大予防ガイドライン等を遵守して感染予防対策を実施している事業所に対し、「感染予防

対策実施宣言書」を掲示していただくことを推奨している（『感染予防対策実施宣言書』のひな型は別紙

10）。そのため、感染予防対策を実施している宿泊施設をはじめとした観光関連事業者は施設のわかり

やすい場所に掲示をしていただくことを推奨する。 
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（５）事業所内で新型コロナウイルス感染症が発生した場合 

事業所内で新型コロナウイルス感染症が発生した場合は、感染を拡大させないための迅速な対応が必要

であるため、保健所による調査への協力をお願いする。 
 

６．旅行者向けの「新しい旅のエチケット」の普及・啓発  

 観光庁において、観光関連事業者による旅行者視点での感染防止のための留意点をまとめた「新しい旅

のエチケット」（別紙 11）が公表された。今後の観光振興に当たっては、観光客の皆さまにも感染リスク

を避けながら安全に旅行していただくことが重要となる。 
  感染拡大の抑止と社会経済活動の維持を両立していくため、官民連携して、旅行者への普及・啓発に努

めていくことが必要である。 
「新しい旅のエチケット」の概要 

  旅行時における感染防止のための基本的な留意事項に加え、旅行の各場面（移動、食事、宿泊、観光施

設、ショッピング）ごとの留意事項を掲載。今後、旅行連絡会加入団体等より、ホームページへの掲載・

ポスター掲示・チラシ配布等により、旅行者への周知を実施。 
（例）・マスク着け、私も安心、周りも安心。 

・旅ゆけば、何はともあれ、手洗い・消毒。 
・間あけ、ゆったり並べば、気持ちもゆったり。 
・楽しくも、車内のおしゃべり控えめに。 
・おみやげは、あれこれ触らず目で選ぼう。 

 

７．各主体の役割について  

（１）県 

  ○『滋賀県における「安全安心な観光」に向けた対策手引き』の普及啓発を行い、観光業における新型

コロナウイルス感染症対策を推進する。 
  ○関係団体、観光関連事業者の連携を促進し、県内の「安全安心な観光」を推進する。 
（２）市町 

  ○地域の実情に応じて『滋賀県における「安全安心な観光」に向けた対策手引き』を参考に対応、対策

を図る。 
（３）公益社団法人びわこビジターズビューロー 

  ○県、市町、観光関係団体等と連携し、『滋賀県における「安全安心な観光」に向けた対策手引き』を参

考に対応、対策を図る。 
  ○旅行業者や学校等からの修学旅行の企画内容等の相談を受けるともに、修学旅行中に発熱等の感染懸

念が発生し、旅行業者や学校から相談があった場合には速やかに県や保健所等と連携し、対応にあた

る。 
（４）観光関連事業者 

  ○業種別感染拡大予防ガイドラインを参考に、感染予防対策を実践すること。 
  ○観光客や従業員に感染が懸念される症状がある場合には、お近くの診療所・クリニックへ電話等で相

談すること。 
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（５）市町観光協会および観光関連団体 

  ○市町と連携し、地域の実情に応じて『滋賀県における「安全安心な観光」に向けた対策手引き』を参

考に対応、対策を図る。 
（６）県民 

  ○県民が県内外を旅行する際には、観光庁の「新しい旅のエチケット」を実践し、感染リスクを避けな

がら安全に旅行していただく。 
  ○県の観光業が幅広い分野に波及する裾野の広い総合産業であり地域活性化に不可欠であることから、

「観光三方よし」（「訪れてよし」、「迎えてよし」、「地域よし」）の理念により観光客をお迎えしていた

だく。 
 
 
 ≪問い合わせ≫ 

    滋賀県商工観光労働部観光振興局 観光企画室 

    電話：０７７－５２８－３４７１（平日 午前９時～午後５時） 



発熱などの症状がある場合の相談・受診について

電話 077-528-3621
FAX 077-528-4865
E-mail coronasoudan@shigaken.net

電話 077-526-5411
FAX 077-525-6161
E-mail hoken@city.otsu.lg.jp

大
津
市

以
外

大
津
市

聴覚に障害のある方をはじめ
電話での相談が難しい場合は

メールやファックスでお問合せください

まずは、かかりつけ医や
お近くの診療所・クリニックに
電話等でご相談ください

発熱患者等を診療する医療機関
（診療・検査医療機関）

発熱、のどの痛み、頭痛、下痢、体のだるさ、に
おいや味がわかりにくいなどの症状がある場合
は、受診前に必ず電話等で連絡してください

他の患者との接触を避けるため、来院時間や来
院方法などを指定されることがあります

受診

かかりつけ医など身近な医療機関
（診療所・クリニック）

発熱、のどの痛み、頭痛、下痢、体のだるさ、においや味
がわかりにくいなどの症状がある場合は、受診前に必ず
電話等で連絡してください

お近くの「診療・検査医療機関」を案内します

医師の診察により、必要な検査を行います

検査ができないときは、検査
できる医療機関を紹介します

検査

相談・受診

風邪？
インフルエンザ？
もしかして…
新型コロナ？

診療所が指定する方法で
受診してください

発熱などの症状がある方

受診時には
感染予防の徹底をお願いします

手指の消毒またはせっけんを使った手洗いをす
ませて、マスクを着用して受診してください

発熱患者等を診療する
ことができない医療機
関に相談があった場合
は、診療できる医療機
関を案内します

発熱患者等を診ることが
できない医療機関

・特に免疫低下している患者などが来院
する専門外来
・構造的に動線が分けられない診療所

など 案内

相談

休日・夜間に症状が
つらくなったとき

緊急時に応急処置を行うところですので、

基本的に新型コロナウイルスの検査はできません

①

②

③

相談先・受診先に
迷ったとき

地域外来・検査センター等
（ＰＣＲ検査センター）

他の診療・検査医療機関

相談

診療 検査

案内

案内

休日・夜間の場合

救急病院（外来）
新型コロナに限らず
重症の場合に対応

休日急病診療所等

休日
・
夜間
の場合

受診・相談センター(毎日24時間)

診療
インフルエンザ
新型コロナウイルス
その他

紹介
？！

相談
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令 和 ２ 年 １ 月 ３ １ 日 
観 光 庁 

 日本政府観光局（JNTO）では、非常時の外国人旅行者の安全・安心確保のため、３６５日、

２４時間、多言語で対応するコールセンター「Japan Visitor Hotline」を開設しており、

新型コロナウイルス関連のお問い合わせにも対応しています。 

 

○ 日本政府観光局の公式ツイッターやウェイボー（中国版ツイッター）によって新型コロナ
ウイルスに関する基本的な情報や手洗いうがい等の対策ポイント等を広く発信するととも
に、日本政府観光局のコールセンターにおいて３６５日２４時間多言語での問い合わせに対
応できる体制を整備しております。 

・電話番号 ０５０－３８１６－２７８７ 

・対応時間 ３６５日、２４時間 

・対応言語 英語、中国語、韓国語、日本語 

・対応範囲 緊急時案内（病気・事故等）、災害時案内、一般観光案内 

 

 

 

〈主な相談内容〉 

 ○キャンセル料関係 

・ホテルをキャンセルせざるを得なくなったが、返金を希望する場合はどこに問い合わせればよいか。 

 ○体調不良の訴え 

・咳、発熱の症状があり新型コロナウイルスでないか不安なため、検査を受けたい。 

・ホテルに宿泊しているお客様に咳、発熱の症状がある。 

 

外国人旅行者向けコールセンターのお知らせ 

～新型コロナウイルス関連についても多言語でお問い合わせ対応を行っています～ 

【お問い合わせ先】 

観光庁 外客受入担当参事官室 担当：山口、前川、佐藤、松田 

 TEL 03-5253-8111(内線 27906、27911) 

03-5253-8972(直通) 

 FAX 03-5253-8123 

w259535
テキストボックス
別紙２




宿泊施設における新型コロナウイルス
感染症対応ハンドブック

【目次】

１．新型コロナウイルスに関するＱ＆Ａ ・・・・・１

２．新型コロナウイルスの消毒について ・・・・・２

３．宿泊者に対する平時の対応 ・・・・・７

４．宿泊者に疑わしい症状があらわれたら ・・・・・９

５．宿泊者・従業員が陽性と確定されたら ・・・・・11
６．その他 ・・・・・12
【参考資料】

・新型コロナウイルス感染症にかかる相談・受診体制 ・・・・・13
・相談窓口一覧 ・・・・・14
・宿泊施設における新型コロナウイルス対応ガイドライン ・・・・・18

令和2年9月 滋賀県

（令和2年12月 一部改訂）

Administrator
テキストボックス
別紙３



「新型コロナウイルス（SARS-CoV2）」はコロナウイルスのひとつです。コロナウ
イルスには、一般の風邪の原因となるウイルスや、「重症急性呼吸器症候群（SARS
）」や2012年以降発生している「中東呼吸器症候群（MERS）」ウイルスが含まれま
す。

新型コロナウイルス感染症は、一般的には以下の二通りと考えられています。

一般的には、症状が最も強く現れる時期に、他者へウイルスを感染させる可能性も最
も高くなると考えられています。 しかし、新型コロナウイルスでは、症状が明らか
になる前から、感染が広がるおそれがあるとの専門家の指摘や研究結果も示されてお
り、人と人との距離をとること（Social distancing: 社会的距離）、外出の際のマス
ク着用、咳エチケット、石けんによる手洗い、アルコールによる手指消毒、換気とい
った一般的な感染症対策や、十分な睡眠をとる等の健康管理を心がけるとともに、地
域における状況も踏まえて、予防に取り組んでください。

また、集客施設におかれては接触感染を予防するために、手がよく触れるところ、た
とえば、ドアノブ、スイッチ、手すり、エレベーターのボタン、テーブルやカウンタ
ー、共用で使うもの（トングやメニュー等）などについて、消毒用アルコールや界面
活性剤を含む住居用洗剤等で定期的な清拭をすることが有効です。

感染を予防するためには、基本的な感染予防の実施や不要不急の外出の自粛、「３つ
の密」を避けること等が重要です。集団感染が生じた場の共通点を踏まえると、特に
、１．密閉空間（換気の悪い密閉空間である）、２．密集場所（多くの人が密集して
いる）、３．密接場面（互いに手を伸ばしたら届く距離での会話や共同行為が行われ
る）という３つの条件のある場では、感染を拡大させるリスクが高いと考えられてい
ます。

1．新型コロナウイルスに関するＱ＆Ａ

飛沫感染 感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイル
スが放出され、他の方がそのウイルスを口や鼻などから吸
い込んで感染することを言います。

接触感染 感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの
物に触れるとウイルスがつきます。他の方がそれを触ると
ウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を触ることにより
粘膜から感染することを言います。
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２．新型コロナウイルスの消毒について

飛沫に含まれる新型コロナウイルスや、手や身の回りのものに付着した新型
コロナウイルスが、人の口や鼻、眼などから入って感染します。したがって、
感染を予防するためには、手洗いや身の回りのものに付着したウイルスの数を
減らすことが有効です。

手洗い

ウイルスは水で洗い流すことでかなり数を減らすことができます。石け
んと流水による手洗いを行うことが最も重要です。手指に付着して
いるウイルス量は、流水による15秒の手洗いだけで１/100に、石けんで
10秒もみ洗いし流水で15秒すすぐと１/10,000に減らすことができます
。

手洗いがすぐに出来ない状況では、アルコール消毒液（濃度70%～
95%のエタノール※）も有効です。次亜塩素酸ナトリウム（いわゆる
塩素系漂白剤）は、危険ですので、手指には用いないでください。

※ 60％台のエタノールによる消毒でも一定の有効性があると考えられる報
告があり、70％以上のエタノールが入手困難な場合には、60％台のエタノ
ールを使用した消毒も差し支えありません。

出典：厚生労働省・経済産業省・消費者庁 リーフレット
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身の回りのものの消毒・除菌

熱水、次亜塩素酸ナトリウム（いわゆる塩素系漂白剤）、アルコー
ル消毒液による消毒をおすすめします。

界面活性剤（いわゆる住宅用・台所用洗剤）でも、効果が期待できますが、
具体的な名称やその濃度などは、「nite 独立行政法人 製品評価技術基盤
機構」（ＨＰ）をご確認ください。

一定濃度以上の「次亜塩素酸水」が新型コロナウイルスの量を減少させるこ
とが独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）にて確認されました。具
体的な用途や使用上の注意については、製品に記載された情報を確認の上、
正しくお使いください。

出典：厚生労働省・経済産業省・消費者庁 リーフレット
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３．宿泊者に対する平時の対応

新型コロナウイルス感染症に関する情報収集に努め、緊急の場
合に宿泊者等が受診するための医療機関を把握しておく。

Crick

宿泊者名簿への正確な記載を励行し、宿泊者の状況把握に努め
る。

宿泊者に対し、発熱など体調に異変が生じた場合は申し出るよ
う伝える。

従業員の健康管理、施設の環境衛生管理の徹底を図る。

１．平時の対応

（掲示例） ≪宿泊者の方へのお知らせ≫

〇 体調に異常が生じた場合※は、無理にお部屋から出ず、電話でフロントまでご連絡
ください。
※ 風邪の症状や37.5℃以上の発熱が4日以上続く場合、又は強いだるさ（倦怠感）
や息苦しさ（呼吸困難）がある場合

〇 風邪症状があれば、外出を控えていただき、やむを得ず外出される場合にはマスク
を着用していただくようお願いします。

〇 換気が悪く、人が密に集まって過ごすような空間に集団で集まることは避けてくだ
さい。

〇 施設内のレストランを利用する必要がある場合は、他の利用者と少なくとも2メート
ル以上の距離を確保してください。

〇 こまめに石鹸で手洗いを行ってください。

〇 十分な睡眠や栄養をとるようにしてください。

〇 咳やくしゃみをする際は、咳エチケットに心掛けてください。

医療ネット滋賀 shiga.iryo-navi.jp

※感染リスクを低減するため、体調に異常が生じた場合に宿泊者に体調の申告をうなが
していただくたことも重要です。
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①チェックイン時

宿泊者の検温を行い、３７．５℃以上の熱や咳・咽頭痛の症状
の有無について確認する。

宿泊者への周知は、以下の掲示例を参考にホームページやフ
ロントに掲示してください。

２．宿泊者への対応

（掲示例） ≪宿泊されるお客さまへ≫

厚生労働省からの協力依頼により、検温等を実施しております。ご理解・
ご協力の程、よろしくお願いいたします。

① チェックイン時の検温において、37.5度以上の発熱や、咳・咽頭痛の症
状がある場合は、近隣の医療機関や受診・相談センターに連絡をし、その
指示に従うこととしております。

② 発熱や咳・咽頭痛の症状があるお客様には、他のお客様と接触しない個
室で待機いただき、外出を控えていただくよう依頼することがあります。

②宿泊中

宿泊者から体温計の貸出を求められた場合は、衛生的管理に留
意の上（貸出の都度、消毒する）で貸与し、積極的に宿泊者の
健康管理に協力する。

宿泊者から発熱や咳・咽頭痛の症状の申し出があった場合は、
感染拡大予防の必要性を説明し、客室内で待機し、レストラン
や浴室等の利用を控え、外に出ないよう要請する。（同室者が
いれば他室への移動と待機を依頼する）

飛沫の飛散を防止するため、症状のある宿泊者や同室者には、
マスクの着用を求める。

８



４．宿泊者に疑わしい症状があらわれたら・・・

本人の同意を得て、「近隣医療機関」や「受診・相談
センター」に連絡し、指示に従う。
（※宿泊者本人から連絡していただくよう指示することもあります。）

大津市以外 大津市

受付時間 毎日・24時間 毎日・24時間

電話 077-528-3621 077-526-5411
※FAX 077-528-4865 077-525-6161 
※E-Mail 県ＨＰ記載の送信フォームへ hoken@city.otsu.lg.jp 

★受診★医師の診察により、必要な検査（インフルエンザ、新型コロナウイルス、
その他）が行われます。

１．従業員の対応

症状のある宿泊者に対応する従業員の数を極力制限する（原則
、部門長などの責任者が対応する）。

症状のある宿泊者に接触する場合は、マスクおよび使い捨て
手袋を着用する。

対応後は、手洗い（手指消毒）を確実に行う。使用後のマスク
および手袋はビニール袋で密閉して廃棄する。

対応にあたった従業員から発熱などの体調に異変が生じた旨の
報告があった場合は、自宅待機するなどし「受診・相談センタ
ー」に連絡させ、指示に従ってください。

※急ぎの場合は電話でお願いします。

９

※宿泊施設の所在地の窓口に連絡してください。

医療ネット滋賀 shiga.iryo-navi.jpお近くの医療機関の検索

受診・相談センター

（診療できる医療機関
が案内されます）

宿泊客を医療機関まで送迎
する必要はありません。



２．保健所による調査

宿泊者の感染が確認された場合等においては、宿泊期間中の接
触者を特定する必要があるため、保健所が行う調査にご協力く
ださい（宿泊者名簿や勤務表、館内図等をご準備ください）。

※疑い例に該当した場合等

３．施設の消毒

感染が疑われる宿泊者が利用した区域（客室、レストラン、エ
レベーター、廊下等）のうち手指が頻回に接触する箇所（ドア
ノブ、スイッチ類、手すり、洗面、便座、流水レバー等）を中
心に消毒してください。

また、リネン類の洗濯にあたっては、医療リネンに準じて取り
扱ってください。（新型コロナウイルスに感染する危険のある
寝具類の洗濯を外部委託するにあたっては、やむを得ない場合
を除き、施設内で消毒を行う必要があります。やむを得ず外部
委託する場合も密閉容器に収め、他へ感染するおそれがないよ
う取り扱う必要があります。委託業者での対応が可能か確認し
てください）。

消毒方法等については、Ｐ３～６を参照してください

※保健所の指示に従って実施してください
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５．宿泊者や従業員から陽性と確定されたら・・・

原則、保健所から本人（患者）に連絡が入り、患者の状態の確認等
聞き取り調査を行います。患者の状態に応じて、専門の医療機関で
の入院治療か宿泊療養施設での療養が決定され、その後、滞在先へ
移動していただきます。

移動先、移動手段については、県のコントロールセンター（または
保健所）から原則、本人に指示があります。患者が施設滞在中の場
合も、その指示に従ってください。

１．患者本人への対応

２．保健所による疫学調査

宿泊期間中の接触者を特定する必要があるため、保健所が宿泊施設
に対して行う調査にご協力ください（宿泊者名簿や従業員名簿、勤
務表、館内図等を提出してください）。

３．施設の消毒

患者が利用した区域（客室、レストラン、エレベーター、廊下等）を
消毒してください。（Ｐ10と同様）

消毒する際は、作業者の感染予防のため、マスク、使い捨て手袋、ガ
ウンなどを使用してください。(ガウンの着脱時は必ず脱衣行為1回
ずつ手を消毒し、行ってください。

また、リネン類の洗濯にあたっては、医療リネンに準じて実施してく
ださい。

消毒方法等については、Ｐ３～６を参照してください

リネン類の取扱については、Ｐ10を参照してください。

４．接触した従業員の健康管理

保健所の調査の結果、「濃厚接触者」と判断された従業員については
、一定期間（２週間程度）自宅待機や健康観察をお願いすることがあ
ります。（必ずしもＰＣＲ検査を実施するとは限りません。）

自宅待機を指示された方は、不要不急の外出を控えていただき、発熱
等の症状があらわれた場合は、「受診・相談センター」へ連絡してく
ださい。

濃厚接触者は、患者との接触状況、行為、場所、時間、マスクの着用
の有無等により保健所が判断します。

１１



６．その他

新型コロナウイルスに感染した患者の発生については、滋賀県
が報道発表を行います（年代、性別、居住地など）。

クラスターなどが発生し、感染者に接触した可能性のある者の
把握が困難な場合には、感染拡大防止の観点から施設名等を公
表することがあります。

施設名が公表された場合、施設に報道機関から取材が来ること
が想定されます。対応窓口を一本化し、保健所の助言のもと、
対応してください。

１．報道発表
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発熱などの症状がある場合の相談・受診について

電話 077-528-3621
FAX 077-528-4865
その他 県HP記載の送信フォームへ。

電話 077-526-5411
FAX 077-525-6161
E-mail hoken@city.otsu.lg.jp

大
津
市

以
外

大
津
市

聴覚に障害のある方をはじめ
電話での相談が難しい場合は

メールやファックスでお問合せください

まずは、かかりつけ医や
お近くの診療所・クリニックに
電話等でご相談ください

発熱患者等を診療する医療機関
（診療・検査医療機関）

発熱、のどの痛み、頭痛、下痢、体のだるさ、に
おいや味がわかりにくいなどの症状がある場合
は、受診前に必ず電話等で連絡してください

他の患者との接触を避けるため、来院時間や来
院方法などを指定されることがあります

受診

かかりつけ医など身近な医療機関
（診療所・クリニック）

発熱、のどの痛み、頭痛、下痢、体のだるさ、においや味
がわかりにくいなどの症状がある場合は、受診前に必ず
電話等で連絡してください

お近くの「診療・検査医療機関」を案内します

医師の診察により、必要な検査を行います

検査ができないときは、検査
できる医療機関を紹介します

検査

相談・受診

風邪？
インフルエンザ？
もしかして…
新型コロナ？

診療所が指定する方法で
受診してください

発熱などの症状がある方

受診時には
感染予防の徹底をお願いします

手指の消毒またはせっけんを使った手洗いをす
ませて、マスクを着用して受診してください

発熱患者等を診療する
ことができない医療機
関に相談があった場合
は、診療できる医療機
関を案内します

発熱患者等を診ることが
できない医療機関

・特に免疫低下している患者などが来院
する専門外来
・構造的に動線が分けられない診療所

など 案内

相談

休日・夜間に症状が
つらくなったとき

緊急時に応急処置を行うところですので、

基本的に新型コロナウイルスの検査はできません

①

②

③

相談先・受診先に
迷ったとき

地域外来・検査センター等
（ＰＣＲ検査センター）

他の診療・検査医療機関

相談

診療 検査

案内

案内

休日・夜間の場合

救急病院（外来）
新型コロナに限らず
重症の場合に対応

休日急病診療所等

休日
・
夜間
の場合

受診・相談センター(毎日24時間)

診療
インフルエンザ
新型コロナウイルス
その他

紹介
？！

相談

Administrator
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　　　　 令和２年１０月１２日現在

滋賀県相談窓口
（草津・甲賀・東近江・彦根・長浜・高島保健所）

０７７－５２８－３６２１ 毎日　２４時間

０７７－５２６－５４１１ 毎日（日中）　８：４０～２０：００

０８０－２４０９－１８５６ 毎日（夜間）２０：００～翌８：４０

滋賀県相談窓口
（草津・甲賀・東近江・彦根・長浜・高島保健所）

０７７－５２８－３６３７ 毎日　８：３０～１７：１５

大津市保健所　　(大津市にお住まいの方） ０７７－５２２－７２２８ 平日　８：４０～１７：２５

各種支援策に関すること
新型コロナウイルス感染症対策にかかる各種
支援策のワンストップ相談窓口

０７７－５２５－５６７０ 平日　９：００～１７：００

感染拡大防止に関すること
（もしサポ滋賀、イベント開催等）

滋賀県新型コロナ対策相談コールセンター ０７７－５２８－１３４４ 平日　９：００～１７：００

新型コロナ人権相談ほっとライン
（人権侵害を受けた方専用の相談窓口）

０７７－５２３－７７００
（電話・FAX）

月・火・水・金
10:00～12:00　13:00～16:00
（祝日を除く）

(公財)滋賀県人権センター　人権相談室
０７７－５２７－３８８５
（電話・FAX）

月・火・水・金
10:00～12:00　13:00～16:00
（祝日を除く）

大津地方法務局人権擁護課

0570-003-110
（全国共通）
※最寄りの法務局または
支局につながります。

平日　８：３０～１７：１５

人権相談に関すること

※年末年始の閉庁日等は電話が繋がらない場合があります。

受診に関すること
（帰国者・接触者相談セン
ター） 大津市保健所

（大津市にお住まいの方）

その他新型コロナウイルス感
染症に関すること
（一般電話相談窓口）

相談窓口一覧

Administrator
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県庁　子ども・青少年局家庭支援推進室 ０７７－５２８ー３５５４ 平日　８：３０～１７：１５

滋賀県ひとり親家庭総合サポートセンター ０７７－５２６－８８０１
平日、第１・３土曜日
９：００～１７：００

障害者施策に関すること 県庁　障害福祉課 ０７７－５２８－３５４１ 平日　８：３０～１７：１５

障害者の皆さんの困りごとに関
すること

県庁　障害福祉課

☎電話
　０７７－５２１－１１７５
📠ファックス
　０７７－５２８－４８５３
✉メール
　ec0006@pref.shiga.lg.jp

平日　９：００～１７：００

こころの悩みに関すること 精神保健福祉センター ０７７－５６７－５０１０ 平日　９：００～１６：００

子どもを守る虐待ホットライン 中央子ども家庭相談センター ０７７－５６２ー８９９６ 毎日　２４時間

児童相談所虐待対応ダイヤル
各子ども家庭相談センター
（中央、彦根、大津・高島）

（局番なし）１８９ 毎日　２４時間

子どもや子育ての悩みの相談
滋賀県子ども・子育て応援センター
［こころんだいやる］

０７７－５２４－２０３０ 毎日  ９：００～２１：００

中央子ども家庭相談センター（女性専用） ０７７－５６４－７８６７ 毎日  ８：３０～２２：００

彦根子ども家庭相談センター（女性専用） ０７４９－２４－３７４１ 平日　８：３０～１７：１５

県立男女共同参画センター
（夫婦・家族、離婚などの悩みを含む）

０７４８－３７－８７３９

火・水・金～日
9:00～12:00、13:00～17:00
木
9:00～12:00、17:00～20:30
(月、祝日の翌日等を除く)

ひとり親家庭福祉に関すること

ＤＶに関すること

Administrator
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妊婦向け相談窓口
子育て・女性健康支援センター
※妊婦向けウイルス検査については、かかり
つけ産科医療機関にご相談ください。

０７７－５５３－３９３１ 平日　１０：００～１６：００

消費生活相談に関すること
県消費生活センター
各市町消費生活相談窓口
国民生活センター

（局番なし）１８８
または
県消費生活センター
０７４９－２３－０９９９

県消費生活センター
月～土　９：１５～１６：００
（祝日を除く）

県庁　中小企業支援課 ０７７－５２８－３７３０ 平日　８：３０～１７：１５

経済産業省　中小企業金融相談窓口 ０５７０－７８３１８３ 平日・土日祝日　9:00～19:00

滋賀県よろず支援拠点 ０７７－５１１－１４２５ 平日　９：００～１７：４５

滋賀労働局　雇用環境・均等室総合労働相談コー
ナー

０７７－５２２－６６４８ 平日　８：３０～１７：１５

滋賀県労働相談所
０１２０－９６７－１６４
０７７－５１１－１４０２

平日　１０：００～１７：００
（12:30～13:30除く）

県庁　労働雇用政策課 ０８０－１５１４－００５１ 平日　８：３０～１７：１５

滋賀県造林公社（林業労働力確保支援セン
ター）  ※林業に関すること

０７７－５２２－０３０７ 平日　８：３０～１７：１５

しがジョブパーク ０７７－５６３－０３０１
月～土　９：００～１７：００
（祝日を除く）

シニアジョブステーション滋賀 ０７７－５２１－５４２１
平日　８：３０～１７：００
（祝日を除く）

滋賀マザーズジョブステーション

（近江八幡）
０７４８－３６ー１８３１
（草津駅前）
０７７－５９８－１４８０

（近江八幡）
火～日　９：００～１７：００
[月、祝日の翌日等を除く]
（草津駅前）
平日　９：００～１７：００
[土、日、祝日を除く]

労働相談窓口

大学生・若者・就職氷河期世
代、シニア、子育て期の女性な
ど、それそれの立場に応じた就
労相談

事業者向け相談窓口
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外国語
がいこくご

での相談
そうだん

しが外国
がいこく

人
じん

相談
そうだん

センター

　　でんわ

☎電話
　０７７－５２３－５６４６
📠ファックス
　０７７－５１０－０６０１
✉メール
　mimitaro@s-i-a.or.jp

月～金曜日　１０：００～１７：００
げ つ ～ き ん よ う び １ ０ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ０ ０

ポルトガル語
ご

、スペイン語
ご

、英
えい

語
ご

、タガログ語
ご

、ベトナム語
ご

を

含
ふく

む12言語
げ ん ご

で対応
たいおう

県税に関すること
（最寄りの県税事務所へお問
い合わせください。）

西部県税事務所
西部県税事務所高島納税課
南部県税事務所
中部県税事務所
中部県税事務所甲賀納税課
東北部県税事務所
東北部県税事務所湖東納税課
自動車税事務所

０７７－５２２－９８０２
０７４０－２５－８０１２
０７７－５６７－５４０６
０７４８－２２－７７０７
０７４８－６３－６１０６
０７４９－６５－６６０６
０７４９－２７－２２０６
０７７－５８５－７２８８

平日　８：３０～１７：１５

未来へつなぐ　しが文化活動応援事業　事務
局
（公益財団法人びわ湖芸術文化財団　内）

０７７－５２３－７１４６
  ９：００～１２：００
１３：００～１７：００
（毎週火曜日を除く）

滋賀県　文化スポーツ部　
　 文化芸術振興課　総務係

０７７－５２８－３３４１ 平日　８：３０～１７：１５

文化芸術活動に関すること

Administrator
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宿泊施設における新型コロナウイルス対応ガイドライン（第１版） 
             2020年５月14日（2020年５月21日一部改訂） 
 
 
１ 本ガイドラインについて 
 
新型コロナウイルス感染症対策専門家会議「新型コロナウイルス感染症対策の状

況分析・提言」（2020年５月４日）においては、「今後、感染拡大の予防と社会経
済活動の両立を図っていくに当たっては、特に事業者において提供するサービスの
場面ごとに具体的な感染予防を検討し、実践することが必要になる。社会にはさま
ざまな業種等が存在し、感染リスクはそれぞれ異なることから、業界団体等が主体
となり、また、同業種だけでなく他業種の好事例等の共有なども含め、業種ごとに
感染拡大を予防するガイドライン等を作成し、業界をあげてこれを普及し、現場に
おいて、試行錯誤をしながら、また創意工夫をしながら実践していただくことを強
く求めたい。」とされたところである。 

 
これを受け、同専門家会議の提言の中にある「各業種のガイドライン等の作成に

当たって求められる基本的な考え方や留意点の例」等に留意しながら、新型コロナ
ウイルス感染症の流行が終息するまでの当面の対策をとりまとめたところである。 
また、本ガイドラインは、感染拡大の予防と社会経済活動の両立を図った上で必

要と考えられる対策を例示したものであり、各宿泊施設においては、施設の規模や
業態等を勘案し、各施設の実情に合わせた対策を講じることとする。 
 
 なお、本ガイドラインは、最新の新型コロナウイルスの予防に係る専門家の知
見、宿泊客の要望、事業者側の受入環境等を踏まえて、必要な見直しを行ってい
く。 
 
 
２ 具体的な対策の検討にあたっての考え方 
 
同専門家会議の提言にしたがって、対策の検討にあたっては、以下の点に留意し

た。 
・新型コロナウイルス感染症の主な感染経路である接触感染と飛沫感染のそれぞ
れについて、従業員や宿泊客等の動線や接触等を考慮したリスク評価を行い、そ
のリスクに応じた対策を検討 
・接触感染のリスク評価としては、他者と共有する物品やドアノブなど手が触れ
る場所と頻度を特定する。高頻度接触部位（パブリックエリアの家具類、フロン
トデスク、テーブル、椅子の背もたれ、ドアノブ、電気のスイッチ、電話、テレ
ビや空調機等のリモコン、タッチパネル、レジ、蛇口、手すり、エレベーターの
ボタン、自動販売機など）には特に注意 
・飛沫感染のリスク評価としては、換気の状況を考慮しつつ、人と人との距離が
どの程度保てるかや、施設内で大声などを出す場がどこにあるかなどを評価 

 
 
３ 具体的な感染防止対策 
 
（１）留意すべき基本原則と各エリア・場面の共通事項 
①留意すべき基本原則 
・従業員と宿泊客及び宿泊客同士の接触をできるだけ避け、対人距離（できるだ
け２ｍを目安に（最低１ｍ））を確保する 
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・感染防止のための宿泊客の整理（チェックイン・アウト時に密にならないよう
に対応。） 

・ロビー、大浴場、食事処・レストラン等、多くの宿泊客が同時に利用する場所
での感染防止 

・入口及び施設内の手指の消毒設備の設置 
・マスクの着用（従業員及び宿泊者・入館者に対する周知） 
・施設及び客室の換気 
・施設内の定期的な消毒 
・宿泊客への定期的な手洗い・消毒の要請 
・従業員の毎日の体温測定、健康チェック 

 
②各エリア・場面の共通事項 
・他人と共用する物品や手が頻繁に触れる箇所を工夫して最低限にする。 

・複数の人の手が触れる場所を定期的に消毒する 
・手や口が触れるようなもの（コップ、箸など）は、適切に洗浄及び消毒する又は
使い捨てにするなど特段の対応を図る 

・人と人が対面する場所は、距離（できるだけ２ｍを目安に（最低１ｍ））を保つ
又はアクリル板・透明ビニールカーテンなどで飛沫感染を防止する 

・ユニフォームや衣服はこまめに洗濯する 
・手洗いや手指消毒の徹底を図る 
・宿泊客や従業員がいつでも使えるようにアルコール液を施設内（客室、風呂、共
用トイレ等）に設置 

・宿泊客、従業員の中に無症状感染者がいる可能性があることを踏まえて、感染防
止策を取る 

・自社バスでの送迎の場合は、密集しないよう人数を制限して運行する 
 
（２）各エリアごとの留意点  
①入館時（ロビー等） 
・新型コロナウイルスに関しては、発症していない人からの感染もあると考えられ
るが、発熱や軽度であっても咳・咽頭痛、けん怠感などの症状がある人は申し出
るように呼びかける。宿泊客から申し出があった場合は、同意を得た上で、速や

かに保健所（帰国者・接触者相談センター）へ連絡し、その指示に従う 
・なお、万が一感染が発生した場合に備え、個人情報の取扱に十分注意しながら、
宿泊客等の名簿を適正に管理する 
・入口及びロビー内に手指の消毒設備（アルコール等）を設置する 

・入館の際に手指の消毒を依頼する 
 

②送迎時 
・送迎車の運転席と後部座席の間にはビニールシート等で仕切りを設置 
 

③チェックイン   
（チェックイン待ち） 
・間隔を空けた待ち位置の表示など、宿泊客同士の距離（できるだけ２ｍを目安に
（最低１ｍ））を保つ 
・客室でのチェックイン手続きに変更 等 

 

（チェックイン手続き） 
・フロントデスクは宿泊客との距離を保つ又はアクリル板・透明ビニールカーテン
などで遮蔽 
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・モバイルによるプリチェックインの導入 等 

 
（宿泊カードの記入） 
・宿泊カードのオンライン化 
・フロントデスク、筆記具等の頻繁な清拭消毒 等 

 
（館内・客室案内） 
・従業員による説明ではなく、文書の配布や動画の紹介等を導入 

 
（ルームキー、キーカードの受渡し） 
・生体認証やモバイル端末によるキーレスシステムの導入 
・返却されたルームキー・キーカードの消毒徹底 等 

 
（団体旅行や修学旅行の受入れ時の対応） 
・チェックイン時は代表者がまとめてチェックインを行い、ツアー参加者は一つの
場所に固まらず、分散して待機を行うよう要請 

 
④エレベーター 
（ボタンの操作） 
・エレベーター内や押しボタンの頻繁な清拭消毒 
 
（他の宿泊客との同乗） 
・重量センサーの調整（少ない人数でブザーが鳴る） 
・エレベーター内が過密状態にならないよう乗車人数を制限 等 

 
⑤客室 

（部屋のドアの開閉） 
・ドアノブの清拭消毒 
 
（部屋の設備（※）への接触） 
・客室清掃時に、消毒剤（洗浄剤・漂白剤等）を使って表面を清拭 
※テレビ・空調のリモコン、金庫、部屋の照明スイッチ、スタンド、座卓、押し入れ、冷蔵

庫、電話機、トイレ、水栓等 

 
（部屋の備品（※）への接触） 

・コップ、急須、湯飲み等は消毒済みのものと交換。使用済アメニティは廃棄、館
内用スリッパは使い捨てに変える又は消毒を徹底 等 
※ドライヤー、座椅子、座布団、スリッパ等 

 
（換気） 
・空調機を外気導入に設定 
・一定時間ごとに客室の窓を開けての換気を要請 等 
 
（家族等普段生活している人以外との相部屋） 
・同居者以外との相部屋の場合は、相手の同意を得ることに留意 
また、団体旅行や修学旅行の場合、ツアー出発前に事前に参加者への確認を行う

ことを要請 
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⑥大浴場 

・入場人数の制限 
 
（更衣室） 
・ドアノブ、セキュリティロック等の清拭消毒 
・定期的なロッカーの清拭消毒 
・浴場での貸しタオル中止、客室から清潔なタオルの持参を要請 等 
 
（浴室内） 
・備品等の清拭消毒 
・浴室内の換気強化 
・浴室、浴槽内における対人距離の確保の要請 

・浴室、浴槽内における会話を控えることを要請 等 
 
（化粧台） 
・ドライヤー等備品の清拭消毒、化粧品・ブラシ等は持参を要請 等 
 
（休憩室） 
・一度に休憩する人数を減らし、対面で会話をしないようにする 
・休憩スペースは、常時換気することに努める 
・共有する物品（テーブル、いす等）は、定期的に消毒する 
・使用後の備品（ソファー、マッサージ機器、体重計等）の清拭消毒の協力要請  
・水や飲料サービス機器のボタン等の定期的な清拭消毒 等 
 

⑦食事関係 

※食事処、レストラン等の接待を伴わない飲食店として都道府県の施設使用制限に
従うが、その徹底した感染防止対策としては以下のことに留意するものとする。 

・なお、接待のある宴会や会食、カラオケは、都道府県の施設使用制限に従い、実
施する場合は、十分な距離（できるだけ２ｍを目安に（最低１ｍ））を取ること等
に留意 

 
ⅰ）宴会場 
（宴会・会食） 
・参加人数、滞在時間の制限、席の間隔に留意 
・従業員のマスク（適宜フェイスシールド）着用 

・宿泊客に食事開始までマスク着用を要請 
・発熱、咳、かぜ症状のある人は入場遠慮を要請 
・入場時、手洗いまたは手指消毒の徹底 
・座布団、座椅子、脇息、お膳等は開始前、宴会終了後の消毒徹底 
・横並び着席の推奨（座席レイアウトの変更） 
・宴会場の換気強化 
・お酌や盃の回し飲みは控えるよう要請 
・従業員と宿泊客の接触を極力減らす（従業員からの料理説明を料理説明メモに変
更等） 
・鍋料理や刺身盛り等は一人鍋、一人盛りに極力変更、従業員が取り分け 等 
 

（従業員の料理提供） 
・盛り付け担当者の衛生管理徹底 
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・従業員の衛生管理徹底 

・下膳と同時に料理提供をしない 等 
 
（食べ終わった食器類の下膳） 
・下膳作業後の手洗い、手指消毒の徹底 
 
ⅱ）食事処 
（食事） 
・宿泊客に食事開始までマスク着用を要請 
・従業員のマスク（適宜フェイスシールド）着用 
・発熱、咳、かぜ症状のある人は入場遠慮を要請 
・入場時、手洗い又は手指消毒の徹底 

・利用の都度、備品等を清拭消毒 
・横並び着席の推奨、テーブルの間隔を広げる（座席レイアウトの変更） 
・参加人数、滞在時間の制限 
・会場の換気強化 
・お酌や盃の回し飲みは控えるよう要請 
・従業員と宿泊客の接触を極力減らす（従業員からの料理説明を料理説明メモに変
更等） 
・鍋料理や刺身盛り等は一人鍋、一人盛りに極力変更、従業員が取り分け 等 
 
（従業員の料理提供） 
・盛り付け担当者の衛生管理徹底 
・従業員の衛生管理徹底 

・下膳と同時に料理提供をしない 等 
 
（食べ終わった食器類の下膳） 
・下膳作業後の手洗い、手指消毒の徹底 
・グループ毎に食事後のテーブル等を消毒 
 
ⅲ）部屋食 
（調理場→パントリー→客室への料理の運搬） 
・運搬用機器の手に触れる部分の清拭消毒 
 
（客室内での料理の提供） 

・横並び着席の推奨 
・客室入室後、手指消毒をしてから料理を並べる 
・できるだけ一度に料理を提供し、従業員の客室への入室回数を少なくする 
・従業員のマスク（適宜フェイスシールド）着用 
・従業員と宿泊客の接触を極力減らす（従業員からの料理説明を料理説明メモに変
更等） 
・鍋料理や刺身盛り等は一人鍋、一人盛りに変更、従業員が取り分け 
 
（食べ終わった食器類の下膳） 
・下膳作業後の手洗い、手指消毒の徹底 
 

（客室内で冷蔵庫から出した飲料を飲む） 
・客室内コップの交換、冷蔵庫内飲料提供の中止、又は消毒を徹底した上での配置 
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ⅳ）ビュッフェ 
・ビュッフェ方式をセットメニューでの提供に代えることを検討 
・ビュッフェ方式で食事を提供する場合には、料理を小皿に盛って提供する、スタ
ッフが料理を取り分ける、宿泊客ひとりひとりに取り分け用のトングやお箸を渡
し、使い終わったトングは回収・消毒してトング類を共用しないようにする等を徹
底 

 
（会場入り口での受付・案内） 
・宿泊客に食事開始までマスク着用を要請 
・従業員のマスク（適宜フェイスシールド）着用 
・発熱、咳、かぜ症状のある人は入場遠慮を要請 

・入場時、手洗い又は手指消毒の徹底 
・従業員と宿泊客の接触を極力減らす 
 
（食事） 
・横並び着席の推奨（座席レイアウトの変更） 
・入場人数、滞在時間の制限、席の間隔に留意 
・使用したトレイを清拭消毒してから次の宿泊客に提供 
・自席で食事中以外（宿泊客のテーブル間の通行や移動等）のマスク着用を要請 
 
（従業員がビュッフェテーブルの料理を補充・入れ替え） 
・料理提供担当者の手指消毒の徹底 
 

（ドリンクサーバーでの飲み物提供） 
・ボタンやピッチャーの持ち手の清拭消毒、スタッフが手袋を着用の上注ぐ 
 
（食べ終わった食器類の下膳） 
・下膳担当者は、手指消毒をしてから清潔な食器や料理の補充・提供 
・グループ毎に食事後のテーブル等を消毒 
 
⑧チェックアウト 
（チェックアウト時の待ち列） 
・カード決済による非対面チェックアウト手続き 
 

（ルームキーの返却） 
・フロントスタッフの手指消毒、返却後のキーの消毒 
 
（宿泊料金の支払い） 
・フロントデスク上にアクリル板等を設置する、カード決済による非対面チェック
アウト手続き 

                                                                
⑨清掃等の作業 
（従業員が客室の布団上げ） 
・マスクを着用し、使用後のリネン類は、回収後に人が触れないように密閉保管 
 

（客室清掃） 
・清掃時のマスク・使い捨て手袋の着用 
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・使用した浴衣、室内スリッパ等はすべて洗濯・消毒済みのものと交換 

・使用済みタオルは、回収後に人が触れないように密閉保管し、洗濯・消毒 
・ゴミはビニール袋で密閉して処理 
 
（浴場清掃） 
・浴室内の設備・備品を清拭消毒 
・清掃時に換気し、完全に空気を入れ替える 
・脱衣室内の設備・備品を清拭消毒、ロッカー内部も清拭消毒 
・使用済みタオルは密閉保管し、洗濯・消毒 
・浴槽水等の消毒の徹底 
 
（館内清掃） 

・市販されている界面活性剤含有の洗浄剤や漂白剤を用いて清掃する 
・通常の清掃後に、不特定多数が触れる環境表面を、始業前、始業後に清拭消毒する
ことが重要であり、ドアノブやエレベーターのボタン、階段の手すり、フロントデ
スク、ロビー内の家具、共用パソコンなどは、定期的にアルコール液で拭く 
・手が触れることがない床や壁は、通常の清掃で良い 
・自動販売機は自販機ボタン、取り出し口の頻繁な清拭消毒 
・宿泊客用スリッパ等は使用後の清拭消毒、又は使い捨てに変更 
 
⑩トイレ（※感染リスクが比較的高いと考えられるため留意する。） 
・便器内は、通常の清掃で良い 
・不特定多数が接触する場所は、清拭消毒を行う 
・トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう表示する 

・ペーパータオルを設置するか、個人用にタオルを準備する 
・ハンドドライヤーは止め、共通のタオルは禁止する 
・常時換気をオンにしておくなど換気に留意 
 
⑪従業員等の休憩スペース（※感染リスクが比較的高いと考えられるため留意する。） 

・使用する者はマスク着用 
・一度に休憩する人数を減らし、対面で食事や会話をしないようにする 
・休憩スペースは、常時換気することに努める 
・共有する物品（テーブル、いす等）は、定期的に消毒する 
・従業員が使用する際は、入退室の前後に手洗いをする 
 

（３）宿泊客の感染疑いの際の対応 
・万一、発熱や呼吸困難、けん怠感など、感染の疑われる宿泊客がいる場合、客室内
で待機し、マスク着用をお願いし、外に出ないようにお願いする（同行者も同様） 
・事前に他の宿泊客と区分して待機する部屋等を決めておく 
・食事も客室にお届けし他の宿泊客との接触を避ける。その宿泊客と対応するスタッ
フも限定する。対応時にはマスクを着用する 
・保健所の「帰国者・接触者相談センター」に連絡し、感染の疑いのある宿泊客の状
況や症状を伝え、その後は保健所からの指示に従う 
・当日の宿泊者名簿を確認し、保健所への提出に備える 
・館内の他の宿泊客への情報提供は、保健所の指示に従う 
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店舗の感染対策

ポイント☝

入店時入店時

□ 手指消毒用のアルコールの設置

□ 発熱・咳などの症状のあるお客
様の利用制限

□ 『もしサポ滋賀』のQRコードの読み取りをお願いする

密接回避密接回避

□ 席やテーブルは十分な
距離をとる（最低１ｍ以上）

食 器食 器

□ 大皿での提供をさける
□ 大皿で提供する場合は、
取り箸や小皿をつける

換 気換 気

飛沫防止飛沫防止 消 毒消 毒

□ 常時機械換気 □ 30分ごとに窓・ドアを開けて換気
（常時換気できない場合）

1020
ｐｐｍ

13：05

換気はCO2濃度1,000ppm超が目安です。

□ 従業員のマスクの着用
□ パーティションの設置

□ 手が触れる部分はこまめ
に消毒

CO2センサー

QRコードをメニューに掲示
したり、テーブルに貼るなど、
読み込みやすい工夫を

お願いします！

CO2センサーを活用することで、換気の
タイミングがわかります

Administrator
テキストボックス
別紙４



Administrator
テキストボックス
別紙５



職場内感染を防ぐ

４つのポイント

Point１

出勤前後 新しい働き方
の実践

Point４

仕事中

Point２

休憩時

Point３

感染経路が職場と推定される陽性者数の月別推移
（10月～1月）

職場内感染が
増加傾向！

現 状

職場に持ちこまないことが重要
さらに職場内でも予防対策を

（人）

Administrator
テキストボックス
別紙６



体調に違和感がある場合は出勤を控える

出 勤 前 後
Point１

発熱や倦怠感などの体の不調を感じたにもかかわらず出勤し
たため、感染拡大
普段接していない人と飲食したため、感染拡大

これまでの感染事例では…

予防するためには

会食する際には感染予防をし、
なるべく普段一緒にいる人と
家族や普段一緒にいる人以外と
会食する際は特に注意

勤務中に体の不調を感じたものの、そのまま勤務を継続
したため、感染拡大
1時間に2回の換気ができていない執務室での感染拡大
車内でのマスクなしの会話や飲食をしたため、感染拡大

体に不調を感じた時は早めに申告
職場内でも適宜、手洗い・消毒・換気
対面で会話をするときはマスクの着用や
仕切りの設置
車内でもマスクの着用と換気を

これまでの感染事例では…

仕 事 中Point２

予防するためには



会話の際はマスク着用
休憩・更衣・食事の時間をずらす
休憩時や喫煙時など一息つく場面
では特に注意

昼食時にマスク、仕切りなしで会話をしたため、感染拡大
休憩室や更衣室でマスクなしで会話をしたため、感染拡大

これまでの感染事例では…

休 憩 時
Point3

予防するためには

新しい働き方の実践

研修や会議の場での感染拡大

これまでの感染事例では…

テレワーク勤務の活用
ローテーション勤務の活用
時差出勤の活用
会議はオンラインで

Point４



Administrator
テキストボックス
別紙７
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イベントにおける 

新型コロナウイルス 

感染予防対策（例） 
 

滋賀県 

令和２年８月６日修正 

Administrator
テキストボックス
別紙８



2 
 

イベントにおける新型コロナウイルス感染予防対策（例） 

 

 新型コロナウイルス感染予防対策にご協力いただきありがとうございます。 

イベント主催者の皆様におきましては、以下に示す感染予防対策や、業界団体が

主体となり業種ごとに作成するガイドライン等を参考に、各形態に合わせ、感染予

防対策を自主的・積極的に進めていただきますようお願いします。 

 具体的な取組にあたっては、プライバシーの配慮をはじめとした人権尊重の観点にも留意

いただきますようお願いします。（例：体調不良者の誘導にあたり、周囲の人にわからない

よう導線を確保） 

 

【イベント開催における留意事項】 

 適切な感染防止策（入退場時の制限や誘導、待合場所等における密集の回避、手

指の消毒、マスクの着用、室内の換気、出演者の発声等を伴う催物にあっては客

席との十分な距離の確保、声援に係る感染防止策等）を実施してください。 

 イベントの前後や休憩時間などの交流の場で感染拡大のリスクを高める可能性

があることを踏まえ、イベントの主催者等は、こうした交流等を極力控えること

を呼びかけるよう周知してください。                  

 イベント主催者が、イベントの選手・出演者、観客等の移動中や移動先における

感染防止のための適切な行動管理（例えば、夜の街への外出等の感染リスクのあ

る行動の回避）を行ってください。                  

 上限人数に満たないイベントであっても、形態や場所によってリスクが異なる

ことに十分留意してください。（例： 密閉空間での大声の発声、歌唱や声援、又

は近接した距離での会話等）                  

 イベントの主催者等は、LINE 公式アカウント「滋賀県－新型コロナパーソナル

サポート」の新たな機能である「もしもの時のサポートシステム」（通称『もし

サポ滋賀』）の導入や、参加者の名簿を作成するなど、連絡先等を把握しておい

てください。 
 

【もしサポ滋賀とは】 

滋賀県では、店舗や施設の利用者に新型コロナウイルスの感染が確認され、保健

所が不特定の方への感染の恐れが高いと判断した場合、LINEメッセージでお知らせ

し、感染拡大防止に向けたお願いなどをご案内する「もしもの時のサポートシステ

ム」（通称『もしサポ滋賀』）をスタートさせています。 

『もしサポ滋賀』は、LINE 公式アカウント「滋賀県－新型コロナパーソナルサポ

ート」の新たな機能を活用し、施設やイベント会場などに掲示された QR コード

を、施設の利用者等が LINE アプリで読み取り、連絡先を滋賀県に登録していただ
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くことで、後日、他の施設利用者等に感染が判明した際に、登録いただいた方に濃

厚接触の疑いがある場合など、必要な場合に、お知らせなどを行うシステムです。 

詳しくは滋賀県ホームページをご覧ください。 

http://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kurashi/ict/312529.html 

 

 

 

 

【感染予防対策例】 

（１）全般的な事項 

 施設管理者等と協力・役割分担の上、適切な感染防止策を実施 

 参加者が、感染防止対策が講じられているか確認することができるように、

会場内の適切な場所に参加者向けの啓発看板の掲示、ホームページでの公表

を実施 

 各事項が遵守されているか会場内を定期的に巡回・確認 

 イベントを開催する前後には、観客やスタッフ（選手、出演者を含む）移動

中や移動先における感染防止のための適切な行動（例えば、業務上必要のな

い外出等による感染リスクのある行動の回避）を促す 

 イベント終了後に、参加者から新型コロナウイルス感染症を発症したとの報

告があった場合や、地域の生活圏において感染拡大の可能性が報告された場

合の対応方針を決めておく 

 感染拡大予防のための業種別ガイドライン等に則した感染防止策の徹底 

 

 

（２）参加者への依頼 

イベント参加者への依頼事項 

 参加者が以下の事項に該当する場合は、参加を見合わせる 

 体調がよくない場合（例：発熱・咳・咽頭痛・味覚障害などの症状がある

場合） 

 新型コロナウイルス感染症の陽性と判明した方とのイベント参加日の14日

以内に濃厚接触がある場合 

 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

 過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている

国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合 

 接触確認アプリ「ＣＯＣＯＡ」の導入や会場に「もしサポ滋賀」のＱＲコー

ドが設置されている場合は、読み込みをお願いする 

 マスク着用、こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒 



4 
 

 会場内の混雑を防止するため、入場制限する場合があることへの理解を求め

る 

 参加者、スタッフ等との距離（できるだけ２ｍ以上）を確保（障害のある方

等の誘導・介助を行う場合を除く） 

 イベント中の大きな声での会話禁止 

 原則として、ごみは持ち帰る 

 イベント終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、

保健所が実施する行動履歴等の調査への協力を要請 

 イベント前後のミーティングや懇親会等における「三つの密」の回避 

 その他、感染防止のために主催者が決めた措置や主催者指示の遵守 

 

（３）施設・会場（施設管理者と協力・役割分担の上、実施） 

接触感染防止 

 他者と共有する物品やドアノブなど手が触れる場所を定期的に消毒 

 高頻度接触部位（テーブル、椅子の背もたれ、ドアノブ、電気のスイッチ、

電話、キーボード、タブレット、タッチパネル、レジ、蛇口、手すり、つり

革、エレベーターのボタンなど）には特に注意 

 

飛沫感染防止 

 換気の状況を考慮しつつ、人と人との距離がどの程度維持できるか、施設内

で大声などを出す場がどこにあるかなどを事前にチェックし対策を講じる 

 

本会場 

 会場の換気の徹底（窓開け、機械換気など） 

 不特定多数が接触する場所は、定期的に清拭消毒を実施 

 

共用物品・設備の消毒等 

 他人と共用する物品や手が頻繁に触れる箇所を工夫して最低限にする 

 複数の人の手が触れる場所・物品を適宜消毒。特に、手や口が触れるもの

は、適切に洗浄消毒するなど特段の対応を実施 

 

トイレ 

 便器内は、通常の清掃 

 不特定多数が接触する場所は、清拭消毒を実施 

 トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう表示 

 ハンドドライヤーの禁止、ペーパータオル設置などの衛生対策をとる 
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ロビー・休憩スペース 

 一度に休憩する人数を減らし、対面で食事や会話をしないようにする 

 休憩スペースは、常時換気を実施 

 スタッフが使用する際は、入退室の前後に手洗いを実施 

 

ゴミの廃棄 

 鼻水、唾液などが付いたごみは、ビニール袋に入れて密閉して縛る 

 ゴミを回収する人は、マスクや手袋を着用 

 マスクや手袋を脱いだ後は、必ず石鹸と流水で手洗い 

 

清掃・消毒 

 市販の界面活性剤含有の洗浄剤や漂白剤を用いて清掃 

 通常の清掃後に、不特定多数が触れる環境表面を清拭消毒（開催前後） 

 イベント開催中も、必要に応じて、手すり等の共用部を消毒 

 手が触れることがない床や壁は、通常の清掃 

 

（４）運営 

開催・運営に当たっての留意点 

 イベント時間は、可能な限り短縮し、感染リスクを圧縮 

 至近距離での対面接触の機会を縮減 

 座席数を減らすなど、人と人との間隔を確保 

 会場設営は可能な限り簡素化し、設営に要する人員・時間の縮減 

 障害のある方、高齢者、基礎疾患のある方など、感染時に重篤化する可能性

が高い方に特に配慮（参加させない、入口や会場を分けるなどの工夫） 

 

当日の受付時の対応 

 入口、受付窓口に手指消毒剤の設置 

 参加者の検温（非接触型）や赤外線カメラで体温を確認（機器がある場合） 

 発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある方は入場させない 

※その際の払い戻し措置等を規定しておく 

 人と人が対面する場所は、アクリル板や透明ビニールカーテンなどで遮へい 

 参加者が距離をおいて並べるよう目印等（足型）を設置 

 受付を行うスタッフはマスクを着用 

 インターネットやスマートフォンを使った電子的な受付の一層の普及を図

り、受付場所での書面の記入や現金の授受等をできるだけ回避 

 参加者に対して、「イベント参加者への依頼事項」の呼びかけ 
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イベントスタッフ等 

 スタッフは、イベントの運営に必要な最小限の人数とする 

 出勤前の検温・体調確認を徹底し、発熱がある場合等は自宅待機とする 

 マスクを着用し、手洗い、手指消毒を徹底 

 ユニフォーム等については、こまめに洗濯を行い、清潔に保つ 

 イベント中に体調変化をきたしたスタッフがいないか注意 

 休憩時間は分散化し、対面での食事、会話を避ける 

 休憩場所は、窓を開けるなど換気を徹底 

 スタッフに対する感染防止に係る教育の実施（アルバイトを含む） 

 

出席者 

 段階に応じた人数上限、収容率を遵守し、以下に留意 

・座席有の場合：１席以上の間隔を確保 

・座席無の場合：原則、前後左右２ｍの間隔を確保 

 屋内、屋外の別、実施目的・方法により、具体的な間隔を検討し明示する 

 

観客 

 段階に応じた人数上限、収容率を遵守し、以下に留意 

・座席有の場合：１席以上の間隔を確保 

・座席無の場合、原則、前後左右２ｍの間隔を確保 

 屋内、屋外の別により、具体的な間隔を検討し、明示する 

 

出席者等の動線、人員整理等 

 会場内、動線上、人員を滞留させない。また、入退場時、休憩時間や待合場

所などで、交流等を極力控えるよう呼びかける 

 誘導員による適切な誘導 

 複数かつ余裕のある人員動線の確保 

 多様な交通手段の提示や時間差入退場などの工夫 

 

会場までの輸送（シャトルバス） 

 鉄道駅・駐車場等と会場間にシャトルバスを運行する場合は、バス利用者が

間隔を空けて着席できるようにする 

 バスは、常時窓を開けるなど換気を徹底 

 利用者に対して、会話を避けるよう呼びかけ 

 乗車場所の行列・待機の立ち位置を明示するなど、間隔の確保 

 乗車待ち時の熱中症対策などを実施（乗車場所、待合場所の工夫） 

 

 



7 
 

（５）事前会議・打合せ 

 イベント開催に当たっての会議・打合せは、必要最低限の人数で実施 

 会議・打合せ時間は、可能な限り短縮（事前の資料配布など、方法の工夫） 

 会議・打合せは、可能な限り広い空間で行い、換気を徹底 

 

（６）スポーツイベントに関する特記事項 

イベント参加者への依頼事項 

 参加者の体調確認のため、体温等を事前報告（個人情報の取扱いに注意し、

必要に応じて住所・氏名等も確認） 

 運動・スポーツ時以外のマスク着用（運動・スポーツ時のマスク着用は参加

者等の判断による） 

 

施設・会場 

 更衣室、休憩・待機スペースは、三つの密を避け、高頻度接触部位の消毒の

実施 

 

運営 

 参加者に飲食物（栄養補給）を提供する際には、手洗い・手指消毒の実施の

呼びかけ、大皿での供与はしないなど、配慮する 

 観客については、大声での声援や会話を控えることやマスク着用を要請 

 

 ※スポーツ庁からも「社会体育施設の再開時の感染防止策チェックリスト」がで

ていますので、こちらもご活用ください。

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop01/list/detail/js

a_00021.html 



「もしサポ滋賀」システムとは
～感染拡大の防止にご協力をお願いします～

滋賀県では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐことを目的として、
県内の施設・イベント会場の利⽤の際、QRコードを活⽤して利⽤者が連絡
先を滋賀県に登録していただくことで安心して施設等をご利⽤いただくための
システムをスタートさせました。
施設等を利⽤された方の感染が後日判明した場合において、登録いただ
いた方に濃厚接触者の疑いがある場合やクラスターの発生（おそれを含む）
が確認された場合など必要がある場合にのみ、滋賀県から注意喚起を⾏い
ます。皆様におかれましては、導入について積極的にご検討ください。

QRコードを施設等で掲示

イベント

発⾏を受けたQRコードを施設やイベント
の受付・入り口等に掲示して、施設利
⽤者に読み取りを呼びかける

施設・店舗等
発⾏申請

発⾏

印刷

利⽤者がコードを読み取り 滋賀県からお知らせ

イベント

同じ施設等の利⽤者に新型コロナウイルス
の感染が確認され、保健所が不特定の方
への感染の恐れが高いと判断した場合に対
象者にLINEメッセージでお知らせする。施設

施設等がQRコードを発⾏申請

WebフォームからQRコードの発⾏申請する

利⽤者は施設等を訪れたときにQRコード
を読み取る

LINEアカウントと友だち
になり、QRコードを読み
取ることで施設等を利⽤
したことを登録（※情報
は滋賀県が管理）

滋賀県

もしサポ滋賀

利⽤者の
感染が判明

施設等 保健所

2

w259535
テキストボックス
別紙５

Administrator
長方形

Administrator
テキストボックス
９



私たちは新型コロナウイルス
感染予防対策を実施しています

入場人数の制限・滞在時間の制限
頻繁な換気
間隔を空けた座席配置
会計時のお客様同士の間隔の確保
多人数利用の制限

従業員の手洗い、手指消毒
従業員のマスクの着用
大皿等での提供を避ける
備品などの定期的な消毒・清掃
アクリル板やパーテーションの設置

施設・店舗名 部屋・会議室名

「三密」対策

衛生対策

店舗・施設等の利用者に新型コロ
ナウイルスの感染が確認され、保
健所が不特定の方への感染の恐れ
が高いと判断した場合、県から
LINEメッセージでお知らせします。

『もしサポ滋賀』

＜特定キー＞

Administrator
テキストボックス
別紙10－1



コロナ対策
実施店舗

私たちは感染予防対策を
徹底しています。

店舗・施設等の利用者に新型コロナウイルスの感染が確認され、保健所が不特定の
方への 感染の恐れが高いと判断した場合、県からLIINEメッセージでお知らせします。
あなたと大切な人を守るため、ご利用をお願いします。

感染拡大防止システム「もしサポ滋賀」

＜特定キー＞

Administrator
テキストボックス
別紙10－2



新しい旅の
エチケット
感 染リスクを避けて
安心で 楽しい旅 行

楽しくも、
車内のおしゃべり
控えめに。

旅ゆけば、
何はともあれ、
手洗い・消毒。

混んでたら、
今はやめて、
後からゆっくり。

握手より、
笑顔で会釈の
旅美人。

毎朝の健康チェックは、
おしゃれな旅の
身だしなみ。

おみやげは、
あれこれ触らず
目で選ぼう。

ひとり一人の協力が、みんなの楽しい旅を守ります

間あけ、
ゆったり並べば、
気持ちもゆったり。

マスク着け、
私も安心、
周りも安心。

おしゃべりを
ほどほどにして、
味わうグルメ。

こまめに換気、
フレッシュ外気は
旅のごちそう。

旅先の
状況確認、
忘れずに。

旅行連絡会 ･･･ 交通機関や宿泊・観光施設等の旅行関係業界の業界団体等で構成。  詳しくは、 https://www.jata-net.or.jp/virus/ を参照ください。

旅行連絡会　協力：国土交通省・観光庁

別紙１

Administrator
テキストボックス
別紙11



新しい旅行スタイルのキホン

毎朝の健康チェックは、おしゃれな旅の
身だしなみ。

旅先の状況確認、忘れずに。

スケジュールは、ゆったりのんびり、
余裕をもって。

間あけ、ゆったり並べば、気持ちもゆったり。

握手より、笑顔で会釈の旅美人。

混んでたら、今はやめて、後からゆっくり。

マスク着け、私も安心、周りも安心。

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

屋外でのびのび満喫、ニッポンの自然。

狭い場所、混んでる場所避け、安心ナイト。

こまめに換気、フレッシュ外気は
旅のごちそう。

旅ゆけば、何はともあれ、手洗い・消毒。

だいじょうぶ、観光地は
いつでもあなたを待ってます。

あなたの協力が楽しい旅を守ります。

● 

● 

● 

● 

● 

● 

移動 食事

車内でもマスク忘れず、さあ出発。

楽しくも、車内のおしゃべり控えめに。

すいている時期、時間帯で快適旅行。

歩いたり、自転車で発見！地域の魅力。

● 

● 

● 

● 

外での食事は、楽しく安心。

取り分けて、安心・安全、おいしい料理。

横並び、料理がもっとよく見える。

おしゃべりをほどほどにして、味わうグルメ。

うまい酒、注がず注がれず、マイペース。

● 

● 

● 

● 

● 

宿泊

人前で、マスク着用、エチケット。

おしゃべりは、部屋に入って存分に。

大浴場、静かにゆっくりいい湯だな 。

部屋の窓、ときどき空けてリフレッシュ。

同宿者、少し離れてご挨拶。

ドアノブやエレベータ、
触れたらすぐに手を洗おう。

手洗いと手指消毒で、安心ステイ。

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

ショッピング

すいている時間に、安心ショッピング。

おみやげは、あれこれ触らず目で選ぼう。

● 

● 

観光施設

すいた時間・場所を選んで安心観光。

予約とり、並ばず、ゆったり、楽しい観光。

狭い部屋、長居は無用、お先に失礼。

おしゃれで安心、
オンラインチケットにキャッシュレス。

忘れるな、マスクは安心の入場券。

おしゃべりは控え目に、手洗いは早めに。

● 

● 

● 

● 

● 

● 

レジ待ちも、間を空けてゆったりと。

歓迎です、少ない額の電子決済。

● 

● 

旅行連絡会 ･･･ 交通機関や宿泊・観光施設等の旅行関係業界の業界団体等で構成。  詳しくは、 https://www.jata-net.or.jp/virus/ を参照ください。

旅行連絡会　協力：国土交通省・観光庁


